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1. 製品及び会社情報

2. 危険有害性の要約

：

：

：

：
： 該当しない。

3. 組成及び成分情報

： 単一製品
：
：

化審法 安衛法
ポリエチレン 99％以上 9002-88-4 (6)-1 -

4. 応急措置

：

：
医師の手当を受ける。

：

：

5. 火災時の措置

：
：
：

黒煙が発生する。
：

6. 漏出時の措置

：

7. 取扱い及び保管上の注意

：

：

8. 暴露防止及び保護措置

管理濃度 ：
許容濃度 ：
設備対策 ：
保護具
　　呼吸器用の保護具 ：
　　手の保護具 ：
　　目の保護具 ：
　　皮膚及び身体の保護具 ：

通常の取り扱い条件下では安定である。

消火剤 
消火方法

保　管

取扱い

飲み込んだ場合

目に入った場合

皮膚に付着した場合

必要ない。

有害性

製品名      ：モノタロウ PEテープ
会社名      ：株式会社MonotaRO
所在地      ：〒660-0876　兵庫県尼崎市竹谷町2-183　リベル3階
担当者名      ：商品お問い合わせ窓口
電話番号      ：0120-443-509
ＦＡＸ番号      ：0120-289-888
緊急連絡先     ：所在地と同じ
整理番号      ：M180410
推奨用途及び使用上の制限    ：結束用のＰＥテープ

【ＧＨＳ分類】

吸入した場合

【ＧＨＳラベル要素】

成分及び含有量
化学物質名

環境影響

成分名称

物理的及び化学的危険性

単一製品・混合物の区分

火災時の特有の危険有害性

消火を行う者の保護

該当しない。
該当しない。

必要ない。
必要ない。
必要ない。

換気の良い冷暗所に保管し、高温、高湿を避けること。

段積みする場合は荷崩れに注意する。

該当しない。

直射日光を避け、火気、熱源から遠ざけて保管すること。

規定の強度以上の荷重が加わると切れて梱包物が落下する事がある。
梱包物の重量に合ったテープを使用すること。

火災条件下で熱分解や不完全燃焼により一酸化炭素、二酸化炭素等ガスや

消火作業をする者は、防火服と呼吸器具を着用する。

掃き集める等の掃除を行い、リサイクル用容器や廃棄容器等へ回収する。

医師の手当を受ける。

霧状水、泡消火剤（エアフォーム）、粉末消火剤等
適切な消火剤を使用して、消火する。

洗い流す。

吸入した事例はないが、燃やした場合の溶融樹脂から発生するガスを大量
に吸入した場合は、新鮮な空気のある場所に移ること。
又咳、呼吸困難やその他の症状が出た場合は、医師の手当を受ける。
高温状態の溶融物が付着した場合は、衣服の上から多量の水をかけ、十分に冷却し

危険な物質ではないが出来るだけ吐き出し、異常を感じるようであれば、 

危険な物質ではないが、眼球を傷つける可能性があるので、 清浄な水で十分に

ポリエチレン

含有量
wt.%

官報公示整理番号
CAS#

生理学的に不活性であり、人体への特別な急性作用はない。

長期間分解しないため、環境汚染の原因となるが、水溶解性は無視できるので、
水生生物に対する毒性は弱いと思われる。

高温加熱状態や発火点以上の状態では燃焼する恐れがある。
上記記載がない危険有害性は、分類対象外か分類できない。

高温の溶融樹脂から発生するガスは、眼や呼吸器を刺激する恐れがある。

安全データシート
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安全データシート

9. 物理的及び化学的性質

：
： ほとんど無臭
：
：
：
：

10. 安定性及び反応性

安定性・反応性 ：
可燃性 ：
発火性 ：
避けるべき条件 ：
危険有害な分解生成物 ：

11. 有害性情報

皮膚腐食性 ：
刺激性 ：
感作性 ：
急性毒性 ：
慢性毒性 ：
発ガン性 ：

12. 環境影響情報

生態毒性 ：
残留性/分解性 ：
生体蓄積性 ：
土壌中の移動性 ：

13. 廃棄上の注意

廃棄方法 ：
処理を引き受けている場合には、地方自治体に委託し処理をする。

14. 輸送上の注意

：
： 該当しない。

15. 適用法令

消防法 ：
廃掃法 ：
労働安全衛生法 ： 該当しない。
化審法 ： 該当しない。
ＰＲＴＲ法 ： 該当しない。
毒劇法 ： 該当しない。

16.その他の情報

：

国連分類

産業廃棄物、廃プラスチック類

溶解性
比重 
自然発火温度 
融点
臭い
形状

記載内容は現時点で入手出来る資料、 情報、 デ―タに基づいて作成しており、
上記情報は新しい知見により改訂される事があります。 又注意事項は通常の取扱い
を対象としたものであって、 特殊な取扱いの場合には、 用途、用法に適した安全対策
を実施の上、 ご利用下さい。
上記内容は情報提供であって、 保証するものではありません。

輸送の特定の安全対策及び条件

焼却する時は、管理された焼却設備を用いて大気汚染防止法等に適合した処置で焼却する。

水平な運搬台に荷崩れしないように積む。水濡れや乱暴な扱いはを避ける。

指定可燃物 （ 合成樹脂類  ３, ０００kg貯蔵  ）

知見なし
知見なし
知見なし

 「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 」 に従って廃棄物処理業者、もしくは地方自治体が

知見なし
ＩＡＲＣの発がん性区分でグループ３（ヒトに対して発がん性に分類できない）

知見なし

知見なし
知見なし
知見なし
知見なし

一般的な貯蔵、取扱いにおいては安定で、反応性はない。
あり（消防法指定可燃物）
自然発火性、水との反応なし。
高温、高湿雰囲気下での保管を避ける。火源との接触を避ける。
燃焼時、一酸化炭素、二酸化炭素、炭化水素及びその酸化物。

４４０℃以上（推定）
０．９４４－０．９６５
水に不溶

固体（ひも状樹脂）

１２０－１３５℃




